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冬の訪れ 
校 長  柿沼 隆一 

 

空気が冷たく感じられるようになってきました。雲一つな

い空の青さが鮮やかな季節になりました。正門の桜の枝に残

っていた枯れ葉も、もう少しで全部散ってしまい、いよいよ

冬が近づいてくるようです。 

日々のニュースを見ていると、新型コロナウイルスの感染

者数は再び増加傾向であり、インフルエンザの流行との重複

が心配されています。学校も冷房から暖房に切り替わったと

はいえ、引き続き換気をしながらマスクと消毒の生活が続く

ようです。                           正門前の桜 
 

10月 22日～23日に第 30回文化発表会を行いました。1日目はオープニングと各団体の

ステージ発表を体育館のステージで行い、2 日目は合唱コンクールを学年ごとに入れ替え

て体育館で実施しました。今年度の文化発表会のスローガン「三結」（結束・結集・結実）

に表されているように、生徒が実際には集まれなくても心を一つにして行事を盛り上げる

姿を見せてくれました。それに加え、オープニングなどで中学生らしい感性を発揮してダ

ンスなどを取り入れた映像劇を披露するなど、この行事を盛り上げようとする強い気持ち

と一体感を感じました。今年度の合唱コンクールは感染防止の対策を講じて実施しました。

合唱は人と気持ちを合わせ、音を重ねていくとても難しい取組ですが、どのクラスもコン

クール当日には質の高い合唱に仕上げてきたことに、とても感動を覚えました。今回も保

護者の方にはご覧いただけませんでしたが、記録をとってありますのでお見せできる機会

を設けさせていただきたいと思っています。 
 

私はよく自宅で撮りためた映画を観ていますが、先日観た映画が印象に残ったのでご紹

介します。題名が「ファイナルファンタジーⅩⅣ 光のお父さん」で、普段はほとんど話

をしない父と息子がオンラインゲームの中で心を通わせていくというものです。寡黙な仕

事人間の父と社会人になったばかりの息子は「人に気持ちを伝えるのが苦手」という面で

はよく似ており、直接話がしたいのにできない親子の関係が、私と父（亡くなっています

が）の関係に似ていると感じました。この主人公の 2 人が共通に取り組むオンラインゲー

ムの中でお互いが考えていることに気が付き、心が触れ合うことができたというストーリ

ーは、今どきの親子ならありうる話であると感じました。しかし、ゲームはきっかけに過

ぎず、最終的には面と向かって気持ちを伝えることが大切であることに気が付くというス

トーリーでした。 
 

 3年生は 11月の終わりに成績が出され、進路の面談で進路先を決める時期になり、1，2

年生は落ち着いて授業に取り組み、力をつける時期であると思います。寒さで体調を崩し

やすくなると思いますが、引き続き感染症予防の意味でも、十分な栄養を摂り、十分な休

養を心がけてほしいと思います。 
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文化発表会 

１０月２２日、２３日に文化発表会が行われました。今年は新型コロナウイルス対策の

ため、保護者・地域の方々のご来校をお断りしての実施となりました。生徒たちの密集を

避けるため、体育館の会場にはひとつの学年のみが入り、他のふたつの学年は教室で体育

館のライブ映像を視聴する形式で進行しました。 

初日は、実行委員会の生徒が作成したオープニングムービーの上映からスタートしまし

た。実行委員のダンスの中に先生たちの姿も見られ、大いに盛り上がりました。つづいて、

夏休みに書いた人権作文の佳作・最優秀賞の発表が行われました。最優秀賞に選ばれたの

は３年生の中西美優さんの作品で、そのタイトルは『誰かを大切に』です。この作文はそ

の場で朗読され、「社会で起こっているさまざまなことに周囲の人たちがどのように関わっ

ていくべきなのか」ということを全校で考えるきっかけとなりました。その後は、５・６

組のハンドベルの演奏、体育で練習した３年生のダンスの発表がありました。ただ「楽し

む」だけでなく、人権について考えたり、授業の成果を発表したり、といったスタイルが

ここ数年定着してきているように思えます。 

 そして、自然科学部、吹奏楽部の発表があり、初日のクライマックスを迎えました。も

うひとつの文化部である芸術部は、図書室前で作品を展示する形での参加となりました。

どの部活動も３年生にとってはここで活動の区切りとなることもあり、毎日下校時刻ぎり

ぎりまで準備していました。発表が成功に終わった各部の部長の想いは次のページに掲載

していますので、ぜひご覧ください。 

 ２日目は合唱コンクールが行われました。新型コロナウイルスの影響のため、今年度は

各クラスとも自由曲１曲のみとなり少し寂しさもありましたが、慣れないフェイスガード

を装着しながら生徒は一生懸命に合唱に取り組みました。コンクールなので結果は出ます

が、賞をとれなかったクラスも素晴らしい歌声を披露してくれました。 
 

◎合唱コンクール結果 

 グランプリ：３年１組『言葉にすれば』    準グランプリ３年３組『桜の季節』 

 ３年最優秀賞：３年１組   ２年最優秀賞：２年１組   １年最優秀賞：１年４組 
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文化部の部長より 
吹奏楽部部長 土屋美月（３年） 

今年はコロナウイルスの影響で夏のコンクールをはじめとする様々な演奏会が中止

になりました。その中で、文化発表会という演奏の機会をいただけたことは本当に嬉し

く思います。本番前も後もたくさんの方から声援をいただき、練習を積み重ねてきて良

かったと改めて思いました。今回のステージは吹奏楽部員以外にも色々な部活、委員会、

先生方に協力していただきました。これは、今までの先輩方が良い形で部活を作り上げ

てくださったからだと思います。正直、私はこの吹奏楽部をしっかり引き継げるか、こ

の一年間とても不安でした。しかし、皆さんからの協力や本

番後の拍手によって、私たちも先輩方に続くことができたの

だと安心しました。三年間先輩方の背中を追って、活動して

きて良かったと文化発表会を通じて強く感じました。ぜひ、

後輩たちにも私たちを含む先輩が作った部活を、自分たちの

形でさらに築いていってほしいです。三月、さらに成長した

後輩たちに会えることを願っています。 

 

自然科学部部長 大塚尚史（３年） 

文化発表会を終えての率直な感想は、間に合ってよかったということです。今年は休

校期間があり、本格的に部活動が始まったのは８月中旬で、昨年と比べると文化発表会

の準備をする期間が半分ほどしかありませんでした。しかしそんな中で、部員のみんな

と協力して何とか当日に発表することができました。自然科学部は三年生の人数が少な

く、二年生と一年生には何回も助けてもらいました。とても感謝しています。話は変わ

りますが、今年は自然科学部にとって変化が多い年になりま

した。顧問の先生が代わり、今までよりも理科的な実験がで

きるようになりました。また、年間の活動計画が変わり、長

期的な実験もできるようになりました。これらの変化を生か

して、来年は保護者の方も楽しめる、見応えのある発表がで

きると思います。最後に後輩のみなさんの活躍を期待して、

心から応援しています。 

 

芸術部部長 野中葉那（３年） 

今年は例年通りの作品展示とはいかず、文化発表会の一週間前から一週間後にかけて

展示を行いました。部活というのは、大会や発表に向けて活動するものですが、芸術部

では個人の画力向上のために活動を行います。しかし、自分の作品を発表するために作

るというのはとても大切な経験です。自分の作品が大勢の人に見られるのが恥ずかしく

思う人は多いと思います。私もその一人でした。でも、自分の発想や想像がどうやった

ら相手に伝わるかを考えながら作品を作ることはとても楽しいのです。みんなにもそう

いう「伝える相手がいる喜び」を体感してほしいと思います。

作品は誰かに見せることがすべてではありませんが、見せずに

描くことがすべてでもありません。だから、この数少ない発表

の場を大切にしてほしいのです。そして、芸術部という場所を

大切にしていってほしいと思います。来年はもっとよい展示に

なるよう、全員で力を合わせて活動していってください。 
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ハマ弁の利用状況 

 横浜市は 2021年 4月から、市立中学校で実施されている配達弁当の「ハマ弁」を学校給

食法上の「給食」に位置づけ、食べたい生徒が注文する選択制のデリバリー型給食として

実施する予定にしています。ここでは本宿中でのハマ弁注文者数の現状をお伝えします。 

11 月 2 週目のハマ弁注文者数【学年別】 

  11/9（月） 11/10（火） 11/11（水） 11/12（木） 11/13（金） 平均 

１年生 
注文数（人） 12 13 15 11 11 12.4 

割合（％） 8.9  9.6  11.1  8.1  8.1  9.2 

２年生 
注文数（人） 10 8 11 8 9 9.2 

割合（％） 8.3 6.7 9.2 6.7 7.5 7.7 

３年生 
注文数（人） 7 7 7 7 7 7 

割合（％） 6.5 6.5 6.5 6.5 6.5 6.5 

 

 サンプルとして１１月の２週目を調査しました。１・２年

生は日ごとに注文するかしないかを決めている生徒がいる

一方で、３年生は７人が毎日注文していました。唐揚げなど

の人気メニューのときには１０％を超えることもあり、以

前に比べて注文数も増加傾向にあります。本宿中では８月

から業者弁当の扱いがなくなり、保護者のみなさまにはご

不便をおかけしていますが、これを機にハマ弁の注文をご

検討いただければと思います。                ▲１１月９日のハマ弁 

 
 

【１２月・１月のおもな予定】 
１２／ １（火） １年生 職業講話 

３（木）～８（火） ３年生 三者面談 

９（水） 生徒会役員選挙 

１１（金） 防災訓練 

   １６（水）～２２（火） １・２年生 三者面談 

   ２４（木） 大掃除 

   ２５（金） ２学期終業式 
 

 １／ ６（水） ３学期始業式 

    ７（木）～１４（木） 教育相談（二者面談） 

   １３（水） ２年生 百人一首大会 

   １４（木） １年生 百人一首大会 

   ２２（金） １年生 福祉体験 


